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労

働

供

給

理
論
に
お
け
る
恒

常

所

得

仮

説

の
.

.
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点
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•

-

労
働
供
給
の
定
量
的
理
論
を
構
築
す
る
に
は
、
分
析
の
目
的
と
方
法
に
適
合
し
た
•
資
料
の
集
積
、
お
よ
び
適
切
な
作
業
仮
説
の
震
が
必
要
と 

さ
れ
る
.

.

我
国
で
は
、
最
近
に
い
た
っ
て
勤
労
者
家
計
を
中
心
と
す
る
資
料
の
髓
は
質
量
共
に
著
し
い
進
展
を
み
た
の
で
、
作
業
仮
説
に
関
す 

る
検
討
が
行
わ
れ
る
ベ
：き
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
.
。

.

.

.

消
費
理
論
に
お
い
て
は
、
習
慣
仮
説〔

.

'

資
産
仮
説
"
恒
常
所
得
仮
説
そ
れ
ぞ
れ
の
優
位
性
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
、
家
計
所
得
の
造
出
丨
す
な
わ
ち
労
働
供
給
行
動
の
研
究
分
野
で
は
特
定
仮
説
と
の
結 

び
つ
き
は
消
費(

所
得
処
分)

分
析
に
お
け
る
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
,
：

タ
ク
ラK

 

(

文
献
1

)

の
先
駆
的
業
績
を
は
じ
め
と
し
て
、

ロ
ン
グ

(

文
献
彳)

の
広
沉
な
研
究
お
よ
び
有
業
率
変
動
に
関
す
る
多
く
の
実
証
的 

研
究
枕
、.
供
給
行
動
の
定
量
蓮
論
化
よ
り
も
経
験
篇
の
発
掘
と
い
う
側
面
5

点
が
.
お
か
れ
て
.

き
た
と
い
う
、べ
き
で
あ
ろ
う
。：
ロ
ゥ
ゼ
ッ
ト 

(

文
献o

の
分
析
は
定
常
選
好
場
證
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
’

効
用
指
標
極
大
化
図
式
は
、
統
計
的
回
帰
分
析
に
お
い
て
採
用
さ 

.

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点 

一

(

ニ
ー
九)
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れ
る
べ
き
主
要
因
子
を
数
え
.
あ
げ
る
：た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
作
業
仮
説
は
な
お
消
極
的
な
役
割
を
は
た
す
に
止
ま
っ

て

い
 

る

。
」

最

近

.の

レ

バ

ー

ゴ

：
ッ

.

ト
：'■
:(

文
献
3

>

に
よ
る
研
究
も
有
業
率
変
動
要
因
：の
回
：帰
分
析
で
.

あ
っ
.
て
、

.
' 

特
矩
の
作
業
仮
説
と
の
関
係
は
明
確
で
は 

な
ぃ
。

' 

.

こ
れ
ら
が
.
い
わ
ば
経
験
法
則
志
向
的
研
究
で
あ
■

る
と
す
れ
ば
、.
：
ミ
ン
-

サ

ー

の

分

析

(

文
献
5)

は
恒
常
所
得
仮
説
を
前
提
す
る
点
に
お
い
て
特 

徴
的
で
あ
る
0
. 

■ 

: 

:

.

■

ミ
ン
サ
ー
は
、
世
帯
主
収
入
が
年
間
.

一

一〇
〇
〇〜

三
〇
〇
〇
ド
ル
の
範
囲
^

あ
る
家
計
を
選
び
、
さ
ら
.
に
、
世
帯
主
の
学
歴
お
よ
び
年
令
別
に 

層
化
し
て
、
妻
の
有
業
率
を
求
め
、
：妻
の
有
業
率
は
世
帯
主
の
就
学
年
限
の
よ
り
高
い
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を

(

注
1)

指
摘
し
た
。
こ
の
観
測
に
対
し
て
ミ
ン
サ
ー
は
、
次
の
解
釈
を
下
す
。
す
な
わ
ち
、.
学
歴
の
高
い
世
帯
主
の「

恒
常
所
得」

は
高
い
で
あ
ろ
う
か 

ら
、.
年
間
所
得
を
ニ
〇
〇
〇〜

三
〇
〇
〇
ド
ル
に
固
定
し
た
，こ
と
に
よ
っ
て
、
高
学
歴
の
世
帯
主
.

の
家
計
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は(

低
学
歴
の
場 

合
よ
り)

変
動
所
得

(

マ
ィ
ナ
ス)

の
絶
対
値
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、変
動
所
得
と
恒
常
所
得
の
合
計
で
あ
る
年
間
所
得
が
ほ
ぼ
一
定
三 

〇

〇

〇〜

三
〇

〇

〇

ド
ル

)

と
み
な
さ
れ
る
と
れ
ら
の
世
帯
に
お
い
て
は
、
世
帯
主
が
高
学
歴
で
あ
る
ほ
ど
、
よ
り
大
き
な
正
の
恒
常
所
得
と
、
よ 

り
絶
対
値
の
大
き
い
負
の
変
動
所
得
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
恒
常
所
得
も
、
変
動
所
得
も
そ
の
増
大
が
妻
の
有
業
率
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
と
す 

れ
ば
、
変
動
所
得
の
効
果
が
恒
常
所
得
の
効
果
を
圧
倒
し
て
高
学
歴
の
家
計
の
妻
有
業
率
は
上
昇
す
る
。
従

っ
て
、
観
測
事
実
に
対
す
る
ミ
ン
サ 

I

の
恒
常
所
得
的
解
釈
は
、
妻
の
有
業
率
は
恒
常
所
得
と
変
動
所
得
の
両
者
か
ら
影
響
を
う
け
、
後
者
の
効
果
は
前
者
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
、
 

と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
m

を
妻
の
有
業
率
、

ち
を
恒
常
所
得
、

ル
を
変
動
所
得
と
す
れ
ば
、
 

d
m

一
d

r

A

J ?d
m

l
d

x
t

A
Q

;

で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
み
ち
び
く
。

-
- 

- 

-

こ
の
帰
結
は
資
料
と
矛
盾
は
し
な
い
が
、

一
方
、
他
の
解
釈
も
ま
た
成
り
立
つ
。

多
く
の
研
究
が
示
す
よ
う
に

(

例
え
ば
文
献
7)

妻
の
学
歴

は
夫
の
学
歴
と
正
の
龍
に
あ
り
、
か
つ
、

雪
有
業
率
に
関
す
る
回
帰
分
析
の
窶
は
、
妻
の
学
歴
が
高
い
ほ
ど
通
の
事
情
一
定
と
し
S

高 

I

こ
と
が
報
告
さ
-

^

て

し
る
従

っ

て
-̂

帯

主

.の

高

学

歴

の

家

計

群

で

は

妻

の

学

歴

が

高

く

 

(

良
好
な
就
業
機
会
に
直
面
す
る
か
ら)

有
業
率
が
高 

い
と
い
ぅ
解
釈
も
何
等
不
自
然
で
は
な
い
。

.

.

(

注
1

)

世
帯
主
の
学
歴
年
令
別
、
妻
の
有
業
率
は
ミ
ン
サ
ー
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

歳
〜
以
上

1 -
35

〜54
歲
ノ

以
下

鷀
紅

の

35歳
®

\
世

帯
主

.
.
世
帯
主\

 
年

令
ヽ

\^

to CO s s

elementally

CO00 cn d>cn CO (Kt
デxn

8

COCO cnC3̂ oo

1
college

圧̂

J
.
'
M
i
n
c
e
r

 

(

H

缀 5
)

 

i
 

?

、
ミ
ゾ
サ
丨
の
研
究
は
ま
た
年
間
世
帯
収
入
を
.一
定
と
し
た
場
合
广
妻
の
裏
率
^

と

夫
の
労

働

疆

⑴
が
負
の
相
関
に
あ
る
こ
と
を
報
告
し

.
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、，
f

 

に
お
い
て
、

r

A

O

で
‘ぁ
る
。：
も
し
、...

恒

常

所

得

と

変

動

所

得

が

妻

の

有

輩

に

与

え

る

影

響

が

無

差

別

な
ら
、
か
つ
.
ま
た
、.
変
動
所
得
の
指
標
と
し
T

労
働
週
数
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
、
労
働
週
数
と
妻
有
業
率
の
間
に
相
関
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ

る

従

っ

て
^

,

ガ
有
意
に
討
測
さ
れ
た
上
と
は
''

恒
常
所
得
と
.

変

動

所

得

，の

影

響

カ

が

異

る

と

.

い
ぅ
仮
説
と
矛
盾
は
な
い
。

'

し
力
し
な
が
ら
、
こ
の
回
帰
分
析
結
果
に
習
慣
仮
説
的
解
釈
を
与
え
る
C

と
も
ま
た
同
様
に
可
能
で
あ
る
。
形
成
さ
れ
た
濃
習
慣
の
も
と
で

短
期
的
な
世
重
収
入
の
低
下
が
i

す
る
と
、
消
費
水
準
の
切
下
げ
に
対
す
る
養
か
ら
妻
の
就
業
に
ょ
る
家
計
所
得
の
調
整
が
.お

こ

な

わ

れ

 

る

七
.%

い
克
る
の
で
.
あ
る
0 

.
'

V
'

.

 

:

労
働
供
鐘
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
.の
経
験
的
有
効
性
に

関

す

る

麗

点

 

三
•

(

ニ
一
二

)



1

体
、
：恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
は
、
家
計
の
労
働
と
消
費
の
習
慣

(

余
暇
、
消
費
選
好
指
標
函
数)

を

一.定
不

変

の

も

の

と

前

提

し

た

上
で
、
家

計
の
現
行
所
z

f

 

:そ
：の
長
期
期
待
系
列
値
と
乖
離
し
：た
場
合
に
、
消

費
r

労
働
供
給
行
動
が
、.
現
行
所
得
水
準
で
は
説
明
し
難
.
い
。ハ
タ
ー
ン
を
示 

す
と
い
う
者
え
方
に
従
う
°

:,
- 

'
:
バ 

’ 

-

:

'ぐ
.

.

.

.

‘

.

'

•

.

勤
労
者
の
収
入
杜

(

七
り
わ
け
わ
が
国
で
.

ル)

定
期
的
給
与
と
変
.
動

的

，な

臨

時

給

与

•か

ら

成

り

、

業

主

そ

の

他

家

計

で

も

好

•

不

兄

の

所.|
変
||
|
 

を

ま

ぬ

か

れ

な

い

か

ら

、
：：
恒

常

•

変
動
所
得
と
.

い
•

う
概
念
は
日
常
経
験
に
よ
；つ
て
感
覚
的
に
受
容
さ
れ
や
す
い
相
貌
を
呈
し
て
、
を

。

し

か

し

、
 

■

実
験
討
画
的
観
点
に
.立
入
つ
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
の
妥
当
性
は
、'
け

，
つ

し

て

見

掛

け

ほ

ど

明

快

な

も

の

で

1

な
、

C

M

 

常
•

変
動
所
得
を
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
.
な
る
観
測
値
に
対
応
せ
し
め
る
が
は
.
一；
S

 

部
又
は
全
部
を
経
常
収 

入
と
み
な
し
て
行
取
し
て
し
る
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ン
サ
ー
の
研
究
が
示
す
教
育
年
限
の
差
と
か
，
労
務
者
職
員
間
の
所
得
差
は
、
長
期
の
期
待 

所
得
系
列
と
何
ら
が
の
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、.
長
期
期
待
所
得
の
系
列
が
、X
.

家
計
の
労
働
供
給

(

と
消
費)

に
影
響
す
る
可
能
性
自
本 

を
否
定
す
る
と
と
も
で
き
な
.

い
で
あ
ろ
う
。，
し
か
し
、
教
育
年
限
差
や
勞
職
差
に
と
も
な
つ
.て
観
測
さ
れ
た
妻
の
有
業

率

O'

差
は
、
期
待
所
得
系 

刃
の
差
の
影
響
を
う
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
お
な
じ
く
、
.

教
育
年
限
や
労
職
差
と
関
連
す
る
そ
の
他
の
要
因
|

社
会
学
的
、
心
|1

学

的

-#
 々

:

扭
よ
び
.

.

過

去

に

，お

け

る

、

労

働

供

給

•

消
費
行
動
の
結
果
.
の
影
響
を
う
け
る
可
能
性
も
ま
つ
た
く
否
定
し
が
た
い
。

十
因
子
と
し
て
の
垣 

常

、
変
動
所
得
の
影
響
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
と
、
恒
常
所
得
仮
説
.

の
主
張
と
は
決
し
.
て
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
、
資
料
の
恒
常
所
得
的
^

 

釈
は
、.
仮
説
.
の
実
証
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
■

恒
嘉
得
仮
説
的
接
近
：の
有
効
性
は
、
第
一
，
に
不
変
の
選
好
函
数
を
陽
表
的
に
設
定
し
、
第
一
一
に
こ
の
選
好
函
数
か
ら
崖
仮
説
的
制
約
を
用 

V

て
理
論
的
関
係
を
導
き
、.
こ
の
関
係
を
観
測
さ
れ
る
事
実
お
よ
び
人
手
可
能
な
他
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
対
比
し
て
、肅
の
受
容
可
能
性
を
検 

討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
のみ
検
証
し
5

る
の
で
あ

る

。

そ
う
し
な
い
限
り
、
資
料
や
、
単
に
統
計
的
回
帰
分
析
.の
段
階
で
の
解
釈
に
停
迷
し
て
、
 

き

め

：手

の

な

い

議

論

に

お

.

ち
い
る
で
あ
ろ
う
。
 

■

以
下
、
こ
の
検
討
を
行
う
。

ノ

.
ニ

恒

常

所

得

仮

説

的

労

働

供

給

函

数

の

吟

味

ノ

労
働
供
給
分
析
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
.
.を

，
、
、
ン

サ

丨

の

.

回

帰

分

析

の

水

準

が

.
ら

自

律

的

理

震

型

の

蔭

に
ひ

き

あ
げ
て
検
討
す
る 

た
"

め
に
、
家
計
の
労
働
供
給
機
構
に
.
関
す
る
恒
常
所
得
仮
説
的
計
量
模
型
を
設
定
し
よ
う
。

古
典
的
選
好
不
変
の
仮
説
と
資
産
仮
説
お
よ
び
習
慣
形
成
仮
説
の
相
対
的
優
位
性
に
関
す
る
定
量
理

論

的

検

証

は

、

所

得

(

の
現
在
値

)
と

余 

暇
の
限
界
効
用
曲
線
の
位
置
が
、
家
計
の
過
去
に
お
け
る
所
得
稼
得
の
大
き
さ
と
、.
そ
れ
ぞ
れ
⑴
無
関
係
で
あ

る

か

、

⑵
所
得
稼
得
量
が
大
き
い 

ほ
ど
下
方
に
変
位(

限
界
効
用
曲
線
が
通
減
的
で
あ
る
よ
う
に
選
好
函
数
の
パ
ラ
メ
タ
を
ノー

マ
ラ
ィ

ズ
し
た
も
の
と
し
て)

す
る
か
、、

3)

上
方
に
、変
位
す 

る

か

(

同
上)

、
を
判
別
す
る
こ
と
'

に
よ
っ
.て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
兰
者
間
の
相
対
的
優
位
性
は
、
所
辱
と
余
叚
の
現
在
値
に
関
す 

，る
選
好
函
数
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
括
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。{：

例
え
ば
文
献
S
 

.

こ
れ
に
対
し
て
、
恒
常
所
得
仮
説
で
は
、
所
得
と
余
暇
の
選
好
菡
爲
が
現
在
値
と
と
も
に
将
来
に
わ
た
る
期
待
系
列
値
を
ふ

く

む

の

で

、

そ
の 

定
量
理
論
的
検
証
の
た
め
に
は
固
有
の
計
量
模
型
が
.必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。，

-
.

:

:

:

ま
ず
、

フ
リ
丨
ド
マ
ン

(

文
献
S

、

モ
デ
リ
ア
-

一.
•

ブ
ラ
ン
、、ハ
，丨

グ

C

文
f

 )

の
彼
説
に
も
と
づ
い
：て
、：(1
)

特
定
形
態
|

好
函
数
を
設
定
し 

て 
' 

恒
常
所
得
仮
説
的
労
働
供
給
函
数
を
導
き
.
、

.⑵
供
給
函
数
，：の
.パ
ラ
メ
タ
間
に
成
立
す
る
理
論
的
関
係
を
利
用
し
て
、
長
期
期
待
非
核
収
入
率 

の
成
長
率
が
み
た
す
べ
き
下
限
界
を
あ
ら
わ
す
理
論
式
を
導
く
。
：(3
)

づ
ぎ
に
、.

(!
)
.
で

求

め

た

回

帰

方

程

式

の

パ

ラ

メ

タ

を

、

も

っ

と

も

適

切

と

考

. 

え
ら
れ
る
資
和
に
よ
っ
て
推
定
し
、
こ
の
値
を
用
い
て
、
⑵
の
関
係
か
ら
期
待
.非
核
収
入
率
成
長
率
の
.下
限
値
を
決
定
す
る
。
⑷
こ
：の
下
限
値
を 

入
手
可
能
な
他
の
情
報
と
つ
'

き
あ
わ
せ
て
、
容
認
し
う
る
%■

の
：で
あ
を
が
ど
が
か
を
検
定
す
る
。
.

•

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
囊
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
か 

.立

,
c

.

i

m

)
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.

.

.

.
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.
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.

;
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s
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' 

ベ
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y

• 

•
.
•
•
•
• 

• 
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■••-.-li-/ 

I
n
, 

• 

t
-
F

a>
.'
,
.
-
、

t
v';
/
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* 
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r
v
s
'
.
-
^
w
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v
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六

(
T

 

三
四)

'

2

« {

1

恒
常
所
得
仮
説
的
模
型

.

長
期
期
待
所
得
系
列
を
陽
表
的
に
導
入
し
、.
、選

好

函

数

の

特

性

と

.

.の
間
の
結
び
.

つ
き
を
考
慮
し
つ
つ
、
恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
の
先
駆
を
な
し 

た

の

は

モ
.

チ
リ
■ア
.

と
ブ
.
ラ
ン
、、ハ
丨
グ
：

(

前
掲)

で
あ
る 
>
 

ぞ
こ
1
で
.は
-'

各
期
間
の
消
費
に
関
す
る
選
好
菡
数
：(

ニ
期
間
に
.
つ
い
て
い
え
ば
第
一
期 

と
第
ニ
拗
の
代
替
的
消
費
.に

関

す

る

無

差

別

|1
1

1

線)

%

設

定

さ

れ

、
.

期

待

所

得

系

列

を

煎

与

と

し

て

、
，

'
'
時
間
選
択
の
効
用
指
標
函
.数
が
極
大
化
さ
れ
る 

よ
う
に
、.
各
期
の
消
費
が
傲
定
さ
れ
る
と
い
：う
基
本
図
式
於
展
開
さ
れ
て
い
る
。
V

.

.

.

労
働
供
給
機
構
の
恒
常
仮
説
的
計
量
模
型
も
各
期
の
所
得
と
余
暇
の
時
間
選
好
函
数
を
陽
表
的
に
設
定
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の

が

適
当
で 

あ
'
る
。(

い
ま
、
：勤
労
家
計
■(

世
帯
主
が
勤
労
者)

群
の
余
暇〜

所
得
.
に
，
関

す

る

選

好

指

標

函
数
を
、

(
1
)
U
=
U
&

も
I

 

…
k

」
L
,

 

N
)

 

：

,

-

 

■

と
し
よ
う
。
こ
こ
に
、

.-2/
:

.
家
計
群
の
一
家
計
当
り
所
得

N
:

非
核
家
計
人
員
.

.

、•,
.
.
: 

h

余

暇

率
.

:

.

.
 

.

.
「

現
在
時
点
.
. 

；：
：

..
''
■
■:
:
 

\

L
:

.

計
画
期
間
の
最
終
時
点
、

.

で
あ
る
勤
労
家
記
で
は
家
計
の
梭
構
成
員
八
家
計
調
査
に
い
う
主
.
な
収
入
者
、
.

世
帯
主)

：は
定
義
に
よ
り
常
に
.

就

業

し

て

い

る

か

ら

、
.家

計

群

の

一

家
計
当
り
労
働
供
給
量
の
変
動
は
、
非
核
構
成
員
の
そ
れ
で
完
全
に
葡
述
さ
れ
る
。
従
っ
て
非
核
構
成
員
の
有
業
率
を
P

と
す
れ
ば
、

(
2
)

 

b

川

丫
J?

に
よ
っ
て
、
家
計
群
の
選
択
す
る
余
暇
率
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
家
計
の
収
入
は
核
に
ょ
っ
て
稼
得
さ
れ
る
核
収
入
と
、
非
核
構
成
員
に
ょ
り
稼
得
さ
れ
る
非
核
収
入
か
ら
成
る
。
故
に
、
寺
点
で
に
は 

け
る
家
計
所
得
扒
は
、
核
収
入
と
非
核
収
入
の
和
、

2
?
r
3
/
r

 =

 l
r
+

气
 N

A
r

 

W
r
:

.
非

核

収

入

率

の

期

待

系

列
 

t
:
.

核

収

入

の

：期

待

系

列
.

.

穿
：

価
格
水
準
の
期
待
系
列 

.

で
あ
る
。
左
辺
は
所
得
処
分
量
、
右
辺
は
そ
の
源
泉
を
示
す
。

ン

次

に
r

期
の
所
得
に
対
す
る
割
引
率
を
F

と
す
れ
ば
、
期
待
所
得
系
列
の
r

期

に

お

け

る

.割

引

合

計

は

(
3
.
1
)

M

d
r
y
r
f

r

H
c*

こ
こ
に
、

(

T

v

-

i

で
あ
る
。

将
来
に
お
い
て
稼
得
が
期
待
さ
れ
て
い
る
核
収
入
と
非
核
収
入
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
不
確
実
性
を
考
慮
し
た
割
引
係
数
/.

と
ら
が
乘
ぜ
ら 

.

れ
る
と
す
れ
ば
、
^

だ
け
の
所
得
処
分
を
可
能
に
す
る
所
得
源
泉
は
、
 

，

(
3
.
2
)

M

>

r 

+ 

e
r
^
r
N

々
r 

.

た
だ
し
、
 

，

,

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点
.
 

七

(

一
三
五

)



(4:1) 

f
t

j
h

l

 

‘

.
,

.'(4.2)o 〈
/T〈

l

.

;
o

〈

e
r

〈

l
l
o

〈

a,
r

〈

l

w)

：

.

で
あ
る
。
 

' 

'

(
3
,
1
X
3
,
2
)

か
ら
、

..
'
'

所
得
稼
得
と
処
分
の
恒
等
式
，

.'

(
s
)

M

安

1
1
3

 

s
r
+
!
,
N
^
;
j

を
得
る
。
 

.

割
引
係
数
ん
、
/r

、
e
r

、
予
淑
価
格
水
準
ち
核
収
入
の
期
待
系
列
<

1

-、
お
ょ
び
.
徘
核
収
入
率
の
.

期
待
系
列
也
、
お
ょ
び
家
計
人
S

を
所
与 

と
し
て
、
労
働
供
給
量
の
各
期
に
お
け
る
最
適
値
*

ル
と
家
計
所
得
の
処
分
量
^

は
、
廳

⑶
の
も
と
で
⑴

の
U

を
極
大
な
ら
し
め
る
条
件
、

0

 

§

S

.

<§
>

y
 

N

Q >

卜
'
 

=

 

+

 

…

.

.：
，L

)

 

p ^
y

^

t

^

s'
r
^
N
"

を
み
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
{6
)

と
(5
)

を

連

立

し

て

、

ル

と

^ *
を

求

め

るこ
と
が
で
き
る
。

⑴〜

(6
)

を
、
計
量
模
型
に
ぅ
つ
.

す
た
め
に
、

於
を

‘ 

_

2
/
1
.
:

所
得
処
分
の
現
在
値
：

-

•

货2
:

所
得
処
分
の
将
来
値
の
平
均
.

で
あ
ら
わ
し
、
X

を
、

.

. 

余
暇
率
の
現
在
値

ト
：
余
暇
率
の
将
来
値
の
平
均

'

.
 

-

で
あ
ら
わ
そ
ぅ
。
従
っ
て
⑴
の
選
好
函
数
は
、
 

,

(
7
)

 

u
=
u
(
2
2
;

と
書
か
れ
る
。
ま
た
、
<
Ir

、
.
r̂

を
、

.

. 

■.
 

i

r.
核
収
入
の
現
在
値 

r

核

収

入

の

将

来

値

の

.平

均 

多

：
非
核
収
入
率
の
現
在
値

穸

：
非
核
収
入
率
の
将
来
値
の
平
均 

.

で
あ
ら
わ
せ
ば
、
(5
)

'

の
所
得
稼
得
と
処
分
の
恒
等
式
は
、

32/l+̂
2/2 =

 Il+/I2+wlN

*5:l +

象 
2N
*f
c>2

こ
こ
に
、

• f
c

l

出

* f
t

2 

川1
|
」
2

 

\

ま
た
、
d

、
/-

、
气
は
そ
れ
ぞ
れ
扒
、

<
12

、
麻
に
関
す
る
割
引
係
数
で
あ
る
。

(4.1、)

^

"

^

"

^

n

l 

.
(4.2、) 

q
a
/
2
<
1

G

o

入

1
〇
<

か
<
1

 

.

.

次
に
選
好
指
標
函
数
を
特
定
化
し
よ
ぅ
。
こ
こ
で
は
恒
常
所
得
仮
説
的
計
量
模
型
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

モ
ヂ
リ
ア
ニ 

•
ブ
ラ
シ 

ダ
が
示
唆
す
る
と
お
り
、
U

を
対
数
線
形
函
数
と
お
く
こ
と
に
す
る
。
,

す
な
わ
ち
、

.

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点 

九

(

一

三

.七

)



1

〇

ニ
三
6

(
9
)

 
X
J
H
C
O
n
s
t

 

2
/
l
s

 

2

/

'.N
k

ls>

5
、

r

A

、
/?
2

は
選
好
場
常
数
.
で
'

あ
る
。

⑶
と
⑶
と
極
大
化
条
件
か
ら
、

(10 )

(
1
1
)

 

2
/
2
*
=
-
^
^
+
N
§
t
2
N
^
^

(

n

T

i

—

伞
^

丨
伞
，

g

&

*

=

{

1

1

-^
-
}

^

T

I

L

_

_

_

_

_

^

基
.
J
 

V
-

 

r
)

 

r

 

_

i>
2 

r
、
：.
l

が
導
か
れ
る
.
。
こ
こ
に
、

(14) 

i

"

^

a

l

4-
Q

2

+

/

?

l

+

/

?

2

(15) 

l

d

l
+
/

3

-

^

.
 

(
？
h

 

川1
)

で
あ
る
。
00

)
ど
(1
0

は
所
得
処
分
置
の
現
在
値
と
将
来
値

(

の
平
均)

を
与
え
る
。

こ
こ
で
は
労
働
供
給
函
数
に
関
心
が
あ
る
の
で
、
02
)

、
㈣

に
着
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
現
在
時
点
と
将
来
時
点
に
お
け
る
有
業
率 

の
恒
常
所
得
に
対
す
る
調
整
を
あ
ら
わ
し
.

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(1
2

と
{1
3

の'
右
辺
の
分
母
1̂

と
1(
;

を
払
ぃ
、
.
(1
5

を
代
入
し
て
か
き
か
ぇ
る
と
、

H

 

I

X

丫

字

泰

?

*

丨
ま
昨

s

e

2

^

,

*

l

1
-
~
-

^

~

v

^

+

1

^

-

(

I

;+
/

2

-

^

-

)
—

-

^

-

w

l

-

g

は
所
与
の
恒
常
所
得
水
準
に
' 

対
す
る
有
業
率
の
.

現
在
値
の
調
整
機
構
を
示
す
式
で
あ
る
。

し
か
し
、
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
有
業
率
と
核

収

.
 

入
は
こ
の
式
に
あ
ら
わ
れ
る
A

と
<

L

で
は
な
く
、核
収
入
は
，変
動
所
得
分
を
ふ
く
む
で
あ
ろ
ぅ
か
ら
、
有
業
率
の
観
測
値
^
に
対

す

る

核
所
得 

は
、.
変
動
所
得
分
を
^

と
か
く
な
ら
ば
、

(
I

s
)

. 

:

. 

'

:

 

•
 

' 

■ 

で
あ
る
尸
へ
こ
れ
を

㈣

に
代
入
し
て
左
辺
を
観
測
値
妁
で
お
き
か
え
る
と
、

：

.

(
1
9
)

碧
^

H
 

へl—

-

l

f

)

w

l

l

-

p̂>
+

I

^

+

/:-
>

)

l

十

^

^

が

導

か

：れ

る

。

 

、

,

さ
て
、
モ
デ
リ
ア
ニ 

•

ブ
ラ

ン

パ

ー

グ

およ
び
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
仮
定
に
よ
れ
ば
、
恒
常
所
得
の
現
在
値
と
将
来
値
は
比
例
的
に
変
動
す
る
も
，
 

の
と
さ
れ
る

(

文
献
2

)

。
従
っ
て
、

こ
れ
を
拡
張
し
て
、
<
12

と
<
11

の
間
に
、

1

1

2

"

^

+ゃ1
1
1 

た
だ
し
、

’ 

( 21) 

h

v

Q

と
い
ぅ
関
係
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。(

モ
デ
リ
ア
ニ 

•
ブ

ラ

ン
バ
I

グ
、
フ

リ
ー
ド
マ
ン
の
場
合
は

r

H

o

に
よ
っ
T,
(2
0

)

式
に
含
ま
れ
る
J

-

ま
た
-

、

フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
、
横
断
面
で
観
測
さ
れ
る
所
得
と
変
動
所
得
の
関
係
に
つ
い
.
て
、
高
所
得
階
層
で
は
大
な
る
変
動
所
得
、
低
所
得
階 

*

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点 

一
一
：

(

ニ
.

一一
九)



ニ 

(

一
四
〇)

層
で
は
小
な
る
変
動
所
得(

負
値
を
含
む)

が
存
在
す
る
と
い
ぅ
想
定

(

文
献
.2

)

:.
:

:

^

.

M
.
 1 、

=

卜+

シ

'

た
だ
し
、
 

.

(23) 

；
1
I!
A

1

(

注
1)

:

■

.

 

.

で
あ
る
。

(

注
1

)

脚
の
条
件
は
、
核
収
入
の
一

円

の

増

加

に

対

し

て

、

変

動

所

得

の

変

化

は

ー

円

を

こ

え

る

こ

と

は

な

い

と

い

ぅ

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

フ

リ

丨

ド

マ

ン
 

は
ぇ
が
.

: ^

ロ
ス
セ
ク
；

N

 

3

ン
で
讓
さ
れ
た
所
得
分
散
中
に
占
め
る
変
動
所
得
の
比
率
に
他
な
ら
な
.V

」

と

を

示

し

て

い

る

。

従

C
V

て

そ
れ
は
1

を

超

え

る

こ

(2
2

式
を
(1
8

)

式
に
代
入
す
る
と
、

. 

'

(
2
4
)

 

i

l

”(

l

l

&

i

l

I

^
0

が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
恒
常
核
所
得
の
現
在
値
と
核
所
得
の
篇

I

の
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

糊
、
(2
2
)
,お
ょ
び
(2
4

)

を
(1
9

)

式
の
右
辺
第
ニ
項
括
弧
の
中
に
代
入
す
る
と
、
有
業
率
の
観
測
値
は
核
所
得
の
観
測
値
の
函
数
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る 

こ
と
に
な
る
。

：

.

M 

者
又
1丨
命
丫

|

7%

(
〔

？

、

| -

0丨&

> =
.
.

1丨§

。

+

/

£

丨
中̂

-

 

A

丫
 

1

 

本

【
1

ト

(
1

丄
1

&

+

奈

(

P

-
£
、

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
観
測
す
る
w

f

と

。11
お
ょ
び
！2
;

の
間
に
成
立
す
る
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
関
係
を
、
n

^

w

n

i

n

sを
用 

い
て
か
き
な
お
せ
ば
、

■.

1

 

s

l

=

N

{

l

+

b^
!l)

-

f

^

+

-

f

H

l

+

/

l-(

l

i

&〕

-

^

-

l

-

^

^

^

^

-

—

r

い

ま

(

実
質)

升
核
収
入
率
の
将
来
に
期
待
さ
れ
る
上
昇
率
は
、
核
収
入
の
大
き
い
家
計
群
に
お
い
て
も
小
さ
い
家
計
群
に
お
い
て
%.
近
似
的 

に
相
等
し
い
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
㈣

式
の
,

/

W
1
.

は
、
常
数
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
⑽
は
、
b

.
 

h

お
よ
び
；2; 

を
独
立
変
数
と
す
る
回
帰
方
程
式
に
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、

. 

'

(
2
7
)

 

N
t
c
l
N
+
c
v

十
C

V

W
i

 

W
i

\

こ
こ
に
、
 

•

(
2
8
)

 

.

(
2
9
)

P

旦
1

+

/

2

S

1

—

&

】

+

-

 

'

(
3
0
)

P

川
一f

f
Z

Q
—

J
C
Q
y
-
^
r

 

'

で
あ
る
。
 

- 

(2
8

と
(2
9

か
ら
、.
そ
れ
ぞ
れ
、

V 

* 

■

1

丨

!̂
,
.

—

i

r

_
_
_
_
_
_

K

ド
ー
L

t
u

l

...

.

.

(
3
2
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^

r

n

M
-
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-
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_

_

_

_

_

_

_

-
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'

I

S

—

&

' 

1

-

.

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
ず
る
問
題
点
-:

ニ
ー
一(

一
四
一)

^



が
導
か
れ
る
。.
.従
.

っ
て
、
(3
]

)

と
(3
2

)

の
右
辺
.
は
相
等
し
い
。
す
な
わ
ら
、

0

1

.
_

_

_

_I

P

ド+
>

も
&.
2 

1

+

/î

へ1—

匕
 

.

.

:

W
i

 

.

'

■

,

こ
れ
を
変
形
し
て
、

''
>

 

S

t

ま

(

I

 

し 

、

を
得
る
。
と

こ

ろ

で

(
4
.
2
0

ょ
り
、
X

(2
1

)

ょ

り
5

、
㈣

よ
り
、
S

II
A

1

で
あ
る
か
ら
、
(3
3

)

の
右
辺
は
、

l

-

f

-

s

l

a

—

&

IK
/

l

故
に
、

.1 

U
P
2

 

ノ

ビ

.

十
.

罗
l

^/
H
 

へ

が
成
立
す
る
。
従
っ
て
、

(35)

p
/
p
v
o

.

な
ら
ば
、
 

•

1

 

一^
W
Z
I
T
h

 

/

P

 

-

V
h

す
な
わ
ち
、

さ1 

—

0

2 

が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

ま
た
、

.

衮

P j PX

M
 

P

/

P

A

0

な
ら
ば
、

ド 

一
 

s
g-
r

\

P

W
l

 

1

0

2

す
な
わ
ち
、

遂

^

^
II
A
申

丄

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

(3
6

)

お
ょ
び
(3
8

)

式
は
、
恒
常
所
得
仮
説
の
も
と
で
、
非
核
収
入
率
の
期
待
成
長
.(

倍)

率
が
み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
値
の
領
域
を
与
え
る
理
論
式 

で
あ
る
こ
の
領
域
は
、
回
帰
方
程
式

(2
7

)

の
係
数
を
求
め
る
こ
と
に
ょ
っ
て
計
算
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
計
算
さ
れ
た
領
域
が
、
他
の
適
^
な 

情
報
に
照
ら
し
ヤ
受
容
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
検
討
し
ょ
ぅ
と
お
も
ぅ
。

2

•

2

非
核
収
入
率
の
期
待
成
長
率
の
計
測
値
の
検
討

回
埽
方
程
式g

の
パ
ラ
メ
タ

a

、
a

、
C3

を
計
測
す
る
た
め
の
■デ
I

タ
に
関
し
て
要
請
4

れ
る
.
条
件
は
、
•
©
資
料
が
核
収

入

。11
に
ょ
っ
て
層 

化
さ
れ
て
し
る
こ
と
@

恒
常
所
得
と
変
動
所
得
の
両
者
の
効
果
が
観
測
値
に
含
ま
れ
て
お
り
、
：.か
つ
変
動
所
得
部
分
の
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る 

資
料
が
好
都
合
で
あ
る
。

最
近
、
労
働
供
給
分
析
の
た
め
の
家
計
調
査
特
別
集
計
資
料
は
、
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
に
お
い
て
急
速
に
集
積
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら 

に
お
い
て
は
、
変
動
所
得
の
効
果
を
除
去
す
る
た
め
の
配
慮
と
し
て
、

一
ニ
月
を
中
心
と
す
る
六
ヶ
月
追
跡
平
均
値
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
従
っ 

て
、.
こ
こ

で

の
検
定
に
は
変
動
所
得
分
が
大
き
く
介
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
特
定
月
の
資
料
の
方
が
適
切
で
あ
る
。

一
力
、
家
計
調
査
の
通 

.

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
問
題
点 

.一

五

(

一
四
三)



表1.身

1 9 5 4 年 9 月 1 9 5 6 年 8 月

c t 0 . 9 5 2 8 0 . 9 0 6 7

C2 0 . 0 7 8 1 0 . 0 7 1 3

c 3 - 3 7 8 3 - 2 4 4 0

R 0 . 9 7 6 0 . 9 4 5
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i
 i 

u
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~
—

-

-

-

-

-

-

:

-

-

-

-

-

-献

.

a

- 

C

2

-

C

3 
ぶ

け

(
3
9
)

 

^

/

p

il
v

l

l
 

三

十一

年
に
つ
い
て
は
、

(
4
0
)
-
m
^

l

!
iv

1
2

I

六

C
1

四
四)

常
集
計
に
お
い
て
は
、
特
定
月
の
資
料
が
入
手
で
き
る
.
が
.
、
：資
料
の
層
化
が
核
収
入
で
は
な
く
、
.
家
計
総
汶
入
に 

従
っ
て
行
わ
れ
て
ぃ
る
の
で
、
労
働
供
給
の
分
析
に
は
使
え
な
い
の
で
あ
る
。
一—*
つ
の
資
料
だ
け
が
、
y」

の
.検
証 

に
適
切
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
局
に
よ
る
昭
和
ニ
.十
九
年
九
月
分
に
関
す
る
世
帯
主
収

入

階

級

別

特

別

集

計
 

と
、
三
十
一
年
八
月
の
厚
生
省
調
査
の
特
別
集
計
.

(

昭
和
同
人
会
に
.

よ
る)

が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
一
一
つ
の
資
料
に
よ

っ
て

、

回
帰
方
程
式
を
推
定
し
た
結
果
は
第
1

表
の
と
.

お
り
で
あ
る
。
じ
と
&

の
推
定 

値
は
と
も
に
正
で
あ
る
か
ら
'

非

核

収

入

率

の

期

待

成

長

'率

の

み

た

す

べ

き

条

件

は

、

g

式
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ 

っ
T

期
待
成
長
率
は
'
 

昭
和
二
十
九
年
に
つ
い
て
は
、

.

を

得

る

従

っ

て

家
1

則
の
訂
画
期
間
を
た
と
え
ー
〇
年
と
い
ぅ
長
年
月
に
と
っ
た
と
し
て
も
、(

平
均
将
来
期
待
値
を
中
間
時
点
と
み
て)

隹
核
•义

入

率

(

実
質
；}

の
期
待
成
長
率
は
、

昭
和
ニ
.
十
九
年
お
よ
び
三
十
一
年
に
お
い
て
年
率
六
〇
％
を
下
ら
な
い
と
い
ぅ
驚
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は 

受
容
可
能
な
値
で
あ
ろ
ぅ
か
。

. 

,

V

ま

L

わ
ゆ
る
高
度
成
長
過
程
で
家
討
が
' 

こ
の
検
定
時
.に
お
け
る
よ
り
も
高
い
所
得
成
長
率
を
期
待
し
た
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
三
十
六 

年
の
消
霧
向
調
査
に
よ
れ
ば
、
期
待
さ
れ
た
成
長
年
率
は
第
2

表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

一0
%

未
満
の
所
得
上
昇
を
期
待
し
た
も
の
が 

贊

家

計

(

世
帯
主
が
職
員
で
あ
る
家
計)

で
六
三
•

九
％
、

労
務
者
家
計
で
六
〇
•

五

％

、

所

得

減

少
享

想
し
た
も
の
を
含
め
て
、
贊

家
計 

で
全
体
の
七
<

%

が
’

労
務
者
家
計
で
は
八
七
•

三
％
が
、

一
〇
％
未
満
.

の
所
得
上
昇

(

負
値
を
ふ
く
む)

を
予
想
し
、

一
〇
％
以
上
の
上
昇
を
^

+ 1 0  % 以 上 5 〜 1 0 0 〜 5 0 -------- 5 — 5 --------1 0 — 1 0 以 上
計

職 員 2 2 . 0 %
1 2 . 7

3 8 . 4 2 5 . 5 0 . 6 2 : 0 1 1 . 5 1 0 0

労 務 渚 2 3 . 1 3 7 , 4 1 . 2 3 . 4 2 2 . 2 1 0 0

( 消 費 動 向 調 查 3 6 年 に よ る ）

第 2 表 所 得 変 化 の 期 待 （％ )

待
し
た
も
の
は
.

、

職
員
、

労
務
者
家
計
.で
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ニ 
％
お
ょ
び 

一
二 
•

七
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
事
実
か
ら
し 

て

わ

れ

わ

れ

は
(3
9

と
{4
0

の
与
え
る
予
想
所
得
上
昇
率
の
現
実
的
解
釈
は
全
く
困
難
で
あ
り
、

理
論
式
(3
6

)

(

お
ょ
び 

(3
8

))

の
成
立
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得

.
な
い
。

従
っ
て
、

フ
リ
ー
ド
マ
ン
.

•

モ
デ
リ
ア
ニ 

•

ブ
ラ
'
ン
、、ハ
ー
グ
の
設
定
に
も
と
づ
く
恒
常
仮
説
的
モ
デ
ル
は
経
験
的
妥 

当
性
に
甚
だ
乏
し
い
も
の
と
帰
結
.
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

三

結

語

.

：

.

3

•

1

考
慮
さ
れ
る
べ
き
有
効
な
仮
説
に
つ
い
て 

.

モ
、チ
リ
ア 

一
一
•
ブ
ラ
ン
パー

グ

•
フ
リ
ー
ド
マ
ン
仮
説
に
ょ
る
恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
が
、
現
実
の
情
報
と
整
合
的 

解
釈
に
苦
し
む
ょ
ぅ
な
理
論
的
矩
量
的
帰
結
を
生
む
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
問
題
の
展
望
を
兼
“
て 

観
织
事
r

と
.

の
整
合
性
の
観
^
力
ら
よ
り
有
効
と
考
え
ら
れ
る
仮
説
に
.
.つ
い
て
若
干
触
れ
て
お

く

：

の
W

適

切

で

あ

ろ

"
I

 

|

 

■

ま
ず
、
考
え
ぅ
る
諸
仮
説
と
の
関
連
を
一
ま
ず
f

'

回
帰
方
程
式g

自
体
の
経
験
的
妥
当
性
に
つ
い
て
疑
い
を
は 

W 

%

|

謝
さ
む
余
地
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
回
帰
方
程
式
の

パ
ラ
メ
タ
の
実
測
値
に
よ
っ
て
、
恒
常
所
得
仮
説 

^

22
.

1
12
.

的
モ1

ア
ル
の
要
請
す
る
理
論
関
係
式
の
妥
当
性
を
検
定
す
る
と
容
認
し
難
い
不
整
合
を
生
ん
だ
：の
で
あ
る
。
.

い
ま
、
他 

,

^

I

r

^

,

の
代
替
的
仮
説
11

を
採
り
、
£

こ
の
.仮

説

か

ら

回

帰

方

程

式

(2
7

)

と

同

一

形

式
.
の
、労

働

供

給

函

数

が

導

か

れ

、

(P
)

回

帰

方 

務

程

式

の

パ
ラ
.メ
タ
の
実

測

値(

第
1

表)

が
仮
説
圩
の
理
論
的
耍
請
と
整
合
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
と
す
る
な 

L

、

ユ
.

.

ら

ば

、

仮

説

丑

は

，恒

常

所

得

仮

説

に

：対

し

て

優

位

に

た

つ

も

の

と

判

定

さ

れ

よ

ぅ

。

労
働
供
給
理
論
に
お
け
る
審
所
得
仮
説
の
経
験
的
有
効
性
に
関
す
る
麗
点 

一

匕

(

一.
四
.

五)



:

 

•

.

1

八

(
1

四
六)

実
際
.

余
暇〜

所
得
に
関
す
る
変
位
可
能
な
一
！次
形
產
好
函
数
を
設
定
し
、性
、
年
令
等
に
つ
.

い
.
て

の

世

帯

人

員

の

家

計

間

非

等

質

性

を

非

核 

収
入
率
で
調
整
し
て
、，
労
働
供
給
函
数
を
導
く
と
、
刺
と
同

一

：形

式

の

回

帰

方

程

式

を

得

る

ど
と
が
で
き
る
。
第
1

表

の

：
。
ハ
ラ：メ

；：タ

か
ら
変
位
す 

る
選
好
函
数
の
パ
'

ラ
メ
タ
を
推
定
す
る
と
習
償
形
成
仮
説

P

整

合

的

：な

結

果

が

求

め

ら

.

.れ
る
こ
と
が
確
が
め
ら
れ
て
い
る

(

文
!

H10
!)

)

。

.

(

注
1

)

消
雪
行
動
に
お
け
る
覆
霞
の
優
位
性
は
吐
村
'(

文
献
？
 

S

)

お
よ
び
.
.ハ
ゥ
タ
ッ
ヵ
！

テ
ィ
ラ
丨(

文
献
U

)

に
お
い
て
薦
さ
れ
て
い

る 

■.

■ 

. 

V-
 

.
 

- 

-
 

'
 

ご

蓄
形
成
仮
説
的
接
近
の
優
位
性
に
か
ん
す
る
、
更
に
限
定
的
な
検
証
は
、S

恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
の
有
効
性
に
関
す
る
検
討
に
使
I

れ

た
と
お
な
じ
対
数
線
型
タ
ィ
プ
の
選
好
指
標
函
数
を
所
得
•
余
暇
の
現
在
値
に
つ
い
て
設
定
し
れ
に
習
償
形
成
仮
説
の
制
約
を
課
し
て

労
働
供
給
函
数
を
導
き
.

M

当
該
慶
の
観
測
事
実
.に
対
す
る
整
合
性
を
、.
他

の

：代

替

的

仮

説

と

観

測

と

の

整
合
性
に
対
し
て
比
較
検
討
す
る
.こ 

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

：

.

.

3

•

2

月
次
所
得
変
動
へ
の
配
慮 

、

研
究
の
麗
階
ま
で
に
関
す
る
限
り
、
労
働
供
給
分
析
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
的
接
近
の
有
効
性
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い
と
判
定
I

る
を

え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
定
か
ら
、
労
働
供
給
分
析

(
一
般
に
家
計
行
動
分
S

に
お
い
.

て
、

任
意
の
期
間
の
資
料
、
例

え

ば

特

定

月

の

家
計
調
査
資
料
を
使
っ
て
差
支
え
な
い
と
い
ぅ
結
論
を
導
く
の
は
危
険
で
あ
る
。

実
際
、
，
家
計
調
査
資
料
の
所
得
階
層
別
月
間
資
料(

又
は
そ

の
年
平
均)

に
よ
る
と
、
所
得
消
費
線
、I

I

得
階
層
近
傍
で
屈
折
し
て
、
ほ

ぼ

牵
.
に
な
る
が
、
'各
家
計
の
六
ヶ
月
追
跡
値
の
平
均
を
使
ぅ
と

こ
の
携
乱
現
象
が
消
滅
す
る
こ
と
は
よ

く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
家
計
の
月
間
霧
を
規
制
す
る
所
得
が
特
定
月
間
の
そ

れ

よ

り

も

六
ヶ

月

合

言
額
に
ち
？

こ
と
を
示
す
も
の
と
I

え
る
し
か
し
、
こ
れ
が
家
計
の
：所
得
処
分
と
所
得
稼
得
の
.研
究

に

お

い

て

の
主
張
の
根 

拠
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
は
す
で
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
 

,

'

わ
れ
わ
れ
は
労
働
供
給
a

論
に
お
け
る
恒
常
所
得
仮
説
の
有
効
性
に
つ
い
て
否
定
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
し
か
し
、
家
計
が
そ
の
茫
動 

に
ょ
っ
て
行
動
を
適
応
せ
し
め
な
い
と
い
ぅ
意
味
で
の
短
期
的
所
得
変
動
を
消
去
す
る
ょ
ぅ
に
資
料
を
処
理
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
容
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
分
析
用
資
料
は
六
ヶ
月
追
跡
集
計
値
を
使
用
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

' 

• 

■ 

-
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